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2004年≪新人事・賃金制度の導入≫
2000年の人事制度改革で、それまでの年功的要素の強い制度から仕事・資
格・成果重視の制度がスタートしていましたが、流通・小売業をめぐる経営環境
は更に厳しく、企業の存続・発展と雇用確保・労働条件のバランスのとれた制
度について、労使で協議が続けられてきました。その結果2003年冬の一時金
から、新たな制度を導入することが労使で合意されました。そのポイントは生活
給的な意味合いを持つ「資格別月数」部分をしっかり抑えたうえで、従来の「資
格」重視の年功的な要素の強いも
のから、就いている職責に対して支
給する「職責別定額」を新たに設け
たことにあります。個人の「 業績評
価」「プロセス評価」の反映幅を拡
大し、「仕事・業績・成果給」として位
置づけを高めたものとなりました。

2000年≪組合結成30周年記念事業「WE LOVE IY」を展開≫
出口の見えない不況が続く中で迎えた2000年、労働組合は結成30周年を
迎えました。それは、組合員だけでなく、その家族にも支えられてきたものでし
た。結成30周年という節目の年、活動の原点に立ち返って新しい時代をス
タートするためには、家族まで広げたＩＹのマンパワーの結集が必要でした。そう
した視点に立ち、この年、結成30周年事業が展開され、その一つとして「WE 
LOVE IY～もっと好きに、そして誇りの持てるＩＹにして行こう」をテーマに、「ＩＹ
ファミリー大感謝祭2000」と題した記念イベントを開催しました。

2006年≪パートナー社員の組織化へ≫
小売業はマンパワーの産業であり、働く人同士のコミュニケーションを充実さ
せ、総合力を発揮することが欠かせません。イトーヨーカドーにおいても、パート
ナー社員が年々増え続け、過去のような「社員の補助的な仕事」から「売場の
中心的な役割」へと変化し、職場は多くのパートナー社員の力によって支えら
れている状況にありました。そのため、組合はパートナー社員にやりがいを感じ
てもらい、信頼関係を築くことが最も重要なことだと考え、パートナー社員の組
織化に全力を注ぎました。これにより、一人ひとりのマンパワーを発揮できる組
織の確立を目指し、2004年にパートナー社員の組織化への取り組みが始まり
ました。

2004年≪柳沢みつよし、２度目の参議院選で初当選≫
この年、公平、公正な社会の実現を目指して、私たちのマンパワーを結集し、

「柳沢みつよし」参議院議員を誕生させ、国会に送り出すことができました。
2004年7月11日投票、即日開票で行われた第20回参議院議員選挙で、私
たちの代表として立候補したイトーヨーカドー
労働組合の参与であり、元ＩＹＧ労連会長の
経歴を持つ柳沢みつよし候補が、比例代表
において216,760票を獲得、民主党内で
第５位の堂々たる成績で見事初当選を勝ち
取りました。初めて立候補した2002年の参
議院議員選挙ではまさかの落選となりました
が、その後の第32回定期大会を再スタート
に、足掛け４年、全国支部代表委員長会議・
研修会、ブロック会議、支部役員会など、あら
ゆる機会を通じて「私たちの代表を国会へ」

「将来の安心づくりを私たち自身の手で」を
合言葉に勝利に向けて取り組みました。

2000年代の主な出来事

イトーヨーカドー労働組合の歴史を振り返ろう ！

労働組合結成50周年を機に、労働組合がどのような想いで活動し歩んできたかを今年度発行するＳＡＮＫＡ！で10年ずつ振り返っています。
第４回は2000年代の10年間を振り返ります。
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2000年（平成12年）
・買い物キャンペーンスタート
・アニバーサリーメッセージスタート
・参院選に向けた「柳沢みつよし」活動スタート
・パンプキンαくらぶスタート
・人事制度改定

2001年（平成13年）
・柳沢みつよしを組織内候補として参院選にチャレンジ

2002年（平成14年）
・トップリーダーセミナー開催
・第１回「ＢＵＹ ＩＹＧ」キャンペーン開催
・パンプキンクラブ誌リニューアル

2003年（平成15年）
・新一時金制度導入
・門脇ふみよし杉並区議選に６期目の挑戦、見事トップ当選
・ＯＢＯフェスタ開催

2004年（平成16年）
・新人事賃金制度導入
・私たちの代表「柳沢みつよし」が参院選にて当選

2005年（平成17年）
・人事制度改定（エリア区分改廃）
・パンプキンクラブワンナップセミナー中国を開催
・「ＳＡＮＫＡ！」400号を発行
・支部対抗イベントポスターコンクール開催
・門脇ふみよし、東京都議選に初当選

2006年（平成18年）
・パートナー社員の組織化（常用）
・60歳以降の再雇用制度が

パートナー社員まで新設
・全国パートナー専門委員会スタート
・提案グランプリ2006を実施（応募2,547件）

2007年（平成19年）
・座談会活動スタート
・夏・冬ギフトキャンペーンスタート
・ゾーン議長体制の整備
・パートナー社員新人事処遇制度導入
・かわいたかのり、第21回参議院選で当選

2008年（平成20年）
・就業の風土改革への取り組み
・中国四川大地震の被害者へ、お見舞金を贈呈（ド

リーミンファンド社会福祉基金にて対応）
・ゾーン運動会、全国一斉開催

2009年（平成21年）
・門脇ふみよし、２期目の東京都議選に当選

2000年代のイトーヨーカドー労使のあゆみ
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